平成25年度　第１回　富山県公共事業評価委員会の概要
１　日　 時　　平成25年7月18日（木）　10:00～12:20

２　場　 所　　富山県庁４階大会議室
３　出席者　　長尾委員（会長）、野尻委員、上坂委員、尾久委員、手計委員、室伏委員
　　　　　　　　　（梅田委員は欠席）
４　会長の選出、職務代理者の指名：会長 長尾委員、職務代理者 野尻委員

　　

５　審議内容（重点審議対象箇所）
【土木部事業】（林次長）　重点審議対象箇所10件についてパワーポイントで説明
【農林水産部事業】（竹田次長）　審査対象4件、農林公共概要についてパワーポイントで説明
【土木部説明に対する意見】
（委員）
・今年度評価対象となっている個所で、埋蔵文化財埋まっている箇所、土壌汚染の箇所はあるのか。
　⇒ 国道304号と県道小杉婦中線は埋蔵文化財が埋まっている。土壌汚染箇所はない。

（委員）

･国道304号のバイパス工事完成後、現道はどうなるのか。引き続き児童が通学路として利用すると思うが、トラックが通り、また、抜け道として利用する人はいるのではないか。 大型車の乗り入れ規制などはできないのか。

　⇒ 現道は幅員が狭いので、多くの大型車はパイパスに流れると考えている。（バイパス供用開始後は、現道は市に移管されることとなるが、)乗り入れ規制については、警察との協議となる。

・小杉婦中線は富山新港のアクセス道路として、針原テクノパークへの企業誘致などと連携すれば、大きな経済効果も期待できる。

　⇒ 現行のＢ/Ｃの算定マニュアルでは、事業実施に伴う周辺開発の効果はB/Cに反映されていないが、当該事業は産業界からの期待も大きく、着実に進めていきたい。

・公共事業の中では、防災等、人命や財産に関わるものと比較すると、優先順位は低くなるかもしれないが、富岩運河、住友運河の周辺整備については、良い事業と思う。運河周辺の住宅整備などと連携して取り組めば、地域全体の魅力向上になる。一体となって取り組んでほしい。

⇒　ライトレール、富岩運河のソーラー船を活用した周遊は、一つの観光資源であり、新幹線開業を間近に控え、現在実施している緑地整備も重要な観光資源になると考えている。また、地元にとっても、良好な住宅環境となるため、県としてもＰＲしてまいりたい。
（委員）

・コスト比較による工法の検討など、説明資料がとてもわかりやすかった。事業を実施している周辺の住民の方や県民の方も見ることができれば、公共事業への理解も進み良いと思う。公表はしているのか。
 ⇒　現在は、各課でHPを運用しているところであるが、（行政はＰＲ下手だと言われるが、）今後、考慮していきたい。

（委員）

・大鋸屋大谷の事業など、砂防事業を行っている渓流などは、落差もあるように見える。公共事業で整備した構造物を活用して、小水力発電を行うなどできないか。

 ⇒ 部内で検討したことはあったが、砂防事業を行っている箇所では、土砂が障害になり困難なケースが多い。砂防堰堤では、重要文化財となっている白岩砂防堰堤では、水をとって下流で北陸電力が、発電を行っている。今後とも検討してまいりたい。
県事業では、砂防事業ではないが、二上浄化センターの浄水道を活用し、マイクロ発電を行っている。

（委員）

・余川川では、S60に災害が発生しているが、事業着手がH21であり、災害発生後20年間対策がなされていなかったように見えるがどうか。

⇒ 保全対象等の関係でB/Cが低いため、優先順位が低かったと考えられる。
今年度の評価対象事業は砂防事業が多いが、H20に県内各地で豪雨災害が発生しており、その際に着手した砂防事業が多くことが要因である。余川川もその際に、必要性が高まり、着手したものである。

・諏訪町地区の地すべり事業は、景観にも配慮されており、取り組みとしてはもっとPRしても良いのではないかと思う。

　　⇒　今後ともＰＲに努めたい。
【農林部説明に対する意見】
（委員）
・土木部、農林水産部の両部で同じような地すべりなどの事業を実施しているが、連携が図られているのか。

⇒　事業実施にあたっては、両部・関係者で協議し、調整を行っている（捕捉：地すべりの事業は、保安林等が存する地域や土地改良事業が施行されている地域等は農林水産部、その他の地域については土木部で事業を実施）。

（委員）

・先日、ＴＰＰ参加に伴う影響の試算で、農業生産額の減少率は富山県 が全国で一番大きなダメージを受けるという報道がなされていた。何年後かの農業の姿を見越して、土地改良、治山・林道など、予算を配分しなくてはいけないと思うが、実際はどのように行われているのか。

⇒　事業毎に必要な所要額を算出し、予算を編成している。事業完了までに数年かかるので、毎年、予算に大幅な増減があると、事業の進捗に支障が生じることとなる。そのため、数年間の事業の実施を見越し、年毎に大幅な増減が無いよう予算を編成していくので、結果として、土地改良、治山・林道、水産など、各区分の予算比率はある程度一定となる。

５　次回委員会予定（現地視察）について
・日　　時　　平成25年7月29日（月）9:00 ～ 12：30

・視察箇所　　事務局案（視察時間、複数の工種の事業を視察できるよう考慮）
整理番号No.19　砂防総合交付金　諏訪町地区（地すべり）：富山市八尾町

整理番号No.4 　道路総合交付金　小杉婦中線：射水市戸破
整理番号No.9　 河川総合交付金　白岩川水系白岩川：富山市水橋
　※ 視察場所も含め、委員会への意見、質問があれば、事務局へ提案・連絡することとされた。

